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佐敷城跡 国の史跡指定へ祝 



　

こ
の
た
び
佐

敷
城
跡
が
先
に

開
催
さ
れ
た
国

の
文
化
審
議
会

に
お
い
て
、
国

の
史
跡
に
指
定

す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
答
申
が
行
わ

れ
、
今
年
度
中
に
は
正
式
に
指
定
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
佐
敷
城
跡
が
我
が

国
の
歴
史
・
文
化
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
貴
重
な
学
術
的
遺
産
で
あ
る
こ

と
を
、
国
と
し
て
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
我
が

町
の
誇
り
と
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
平
成
５
年
か
ら
８
年

間
に
及
ぶ
発
掘
調
査
で
は
、
城
山
一
帯
か
ら

４
０
０
年
前
当
時
の
石
垣
群
や
の
ち
に
熊
本
県

指
定
重
要
文
化
財
と
な
る
「
天
下
泰
平
」
銘
鬼

瓦
等
の
貴
重
な
出
土
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
な
ど

我
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
玉
名

市
立
歴
史
博
物
館
館
長
で
佐
敷
城
跡
保
存
整
備

検
討
委
員
会
委
員
長
の（
故
）田
邉
哲
夫
様
や
現

熊
本
大
学
名
誉
教
授
の
北
野
隆
様
、
当
時
国
立

八
代
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
の
佐
藤
伸
二
様

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご

協
力
に
よ
り
、史
実
に
沿
っ
た
整
備
を
実
施
し
、

平
成
10
年
３
月
に
は
熊
本
県
史
跡
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。　

　

現
在
で
は
、
佐
敷
地
区
の
歴
史
的
景
観
の
中

心
的
存
在
と
し
て
、
ま
た
観
月
会
な
ど
伝
統
文

化
の
発
信
地
と
し
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
、
町
を
代
表
す
る
文
化
、
観
光
資
源
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
分
野

で
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
貴
重
な
文
化
遺
産
を
、
未
来
を
担
う
芦
北

の
子
ど
も
た
ち
に
引
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
現

代
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
品
格
の
あ
る
町
と
し
て
の
取
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

　我が国の歴史上または学術上価値が高いものを文部科学大臣が指
定するものです。今回、佐敷城跡が答申を受けました史跡は、貝塚
や古墳、城跡などの遺跡のうち重要と認められたもので、国内では
松本城跡や関が原古戦場、原爆ドーム、県内では江田船山古墳、人
吉城跡などが今までに指定を受けています。

国指定文化財

佐
敷
城
跡

年号 西暦 出　来　事

天正 16 年 1588 年 加藤清正、肥後半国の領主となる。

この頃、佐敷城が築城される。

天正 20 年 1592 年 城代加藤重次、兵を率いて朝鮮に渡る。（文禄の役）
島津家臣・梅北国兼に佐敷城が乗っ取られる。（梅北の乱）

慶長 2年 1597 年 城代加藤重次、再度朝鮮に渡る。（慶長の役）

この頃に改築が行われる。

慶長５年 1600 年 島津軍の攻撃を受ける。

この頃に 2回目の改築を行う。

慶長 12 年 1607 年 改築が終了する。
慶長 16 年 1611 年 加藤清正、病死する。
慶長 18 年 1613 年 城代加藤重次、病死する。
元和元年 1615 年 一国一城令により、佐敷城廃城となる。
寛永 9年 1632 年 加藤家、改易され、細川家が肥後藩主となる。
寛永 15 年 1638 年 佐敷城、水俣城とともに 2回目の取り壊し。
正保 4年 1647 年 佐敷町浸水により、佐敷城の石垣を佐敷川堤防造成に使う。
明治 37 年 1904 年 麓に二尊寺が建立され、二の丸に大師堂が建設される。
大正 10 年 1921 年 城山に山桜が植樹される。
昭和 54 年 1979 年 城山公園整備に伴い発掘調査が行われる。石垣や瓦が出土。
平成 5年 1993 年 本丸周辺の石垣、礎石が出土。
平成 7年 1995 年 佐敷城跡保存整備検討委員会発足。
平成 8年 1996 年 天下泰平國土安隠 ( 穏 ) 銘鬼瓦出土。

平成 9年 1997 年 石垣整備工事開始。
桐紋入鬼瓦出土。

平成 10 年 1998 年

佐敷城跡、熊本県史跡に指定。
天下泰平國土安隠 ( 穏 ) 銘鬼瓦、桐紋入鬼瓦、熊本県重要文
化財に指定。
石垣整備工事終了。
佐敷城跡シンポジウム開催される。
佐敷城跡観月会始まる。

平成 13 年 2001 年 佐敷城跡シンポジウム「天下泰平の時代と佐敷城」開催。
この年、発掘調査終了。

平成 16 年 2004 年 発掘調査報告書「佐敷城跡」発刊。

平成 19 年 2007 年 文化審議会が文部科学大臣に佐敷城跡を国史跡に指定する
よう答申。

佐敷城跡関連年表

400 年前の絵図（慶長国絵図）に描かれた佐敷城

佐
敷
は
古
く
か
ら
の
港
町
で
、
ま
た
薩
摩

街
道
と
相
良
往
還
が
通
る
交
通
の
要
地

と
し
て
非
常
に
重
要
な
土
地
で
し
た
。

　

佐
敷
城
は
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
平
定
の
後
、

葦
北
郡
を
含
む
肥
後
半
国
の
領
主
と
な
っ
た
加

藤
清
正
が
、
薩
摩
国
（
現
在
の
鹿
児
島
県
）
の

島
津
氏
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
町
内
佐
敷
、

花
岡
の
両
地
区
に
ま
た
が
る
城
山（
し
ろ
や
ま
）

に
築
い
た
城
で
、
佐
敷
城
の
よ
う
に
国
境
を
守

る
た
め
に
築
か
れ
た
お
城
の
こ
と
を
、「
境
目

の
城
」
と
い
い
ま
す
。

　

築
城
さ
れ
た
の
は
１
５
８
０
年
代
後
半
と
考

え
ら
れ
、
天
正
20
年
（
１
５
９
２
年
）
に
、
島

津
氏
家
臣
の
梅
北
国
兼
に
佐
敷
城
が
乗
っ
取
ら

れ
る
事
件
（
梅
北
の
乱
）
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、

完
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
関
が
原
の
合
戦
の

際
に
は
、
島
津
氏
に
攻
撃
さ
れ
る
な
ど
幾
度
の

合
戦
を
経
験
し
、
慶
長
12
年
（
１
６
０
７
年
）

に
は
改
築
が
行
わ
れ
る
な
ど
整
備
さ
れ
ま
す

が
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５
年
）
に
廃
城
と
な

り
、
天
草
・
島
原
の
乱
（
１
６
３
７
年
〜
３
８

年
）
の
直
後
に
も
、
一
部
の
石
垣
が
残
っ
て
い

る
と
い
う
理
由
で
再
び
取
り
壊
し
を
受
け
た
こ

と
が
、
古
文
書
な
ど
の
記
録
に
よ
り
分
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
細
川

藩
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
葦
北
郡
が
洪
水
の
時

に
は
石
垣
を
崩
し
て
佐
敷
川
の
堤
防
工
事
に

使
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

や
が
て
、
昭
和
54
年
に
石
垣
の
一
部
が
発
見

さ
れ
る
ま
で
、
３
５
０
年
近
く
城
山
の
地
下
深

く
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
11
月
16
日
（
金
）、
国
の
文
化
審
議
会
（
石
澤
良
昭
会

長
）
は
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
、
佐
敷
城
跡
を
国
の
史
跡
（
国
指
定

文
化
財
）
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
末
に
は

正
式
決
定
と
な
る
運
び
で
、
県
内
の
城
跡
と
し
て
は
、
７
例
目
で
八

代
、
天
草
、
水
俣
、
芦
北
地
域
で
は
初
め
て
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

佐
敷
城
跡
国
の
史
跡
に

町
の
品
格



出
土
遺
物

佐
敷
城
跡
観
月
会※写真は本年９月２７日の観月会で行われた

　葦北鉄砲隊と芦北太鼓保存会の共演（写真：
　上）及び薪能（写真：右）

例年秋に開催する佐敷城跡観月会

朝鮮半島系瓦（李朝系瓦）

桐紋入鬼瓦（熊本県指定重要文化財） 慶長十二年銘入軒平瓦

天下泰平國土安隠 ( 穏 ) 銘鬼瓦（熊本県指定重要文化財）

「佐敷城が改築された時期を特定する瓦」「縦４５㎝、横６９㎝の巨大な瓦で、島津氏
を牽制するために佐敷城に飾られた」

「平和な世の中を願う人々の思いが天下泰平の文字に
込められている。文字を飾りとした鬼瓦は、全国でも
他に出土例がない」

「豊臣秀吉の命により朝鮮に出兵した
諸大名が使用した瓦。日本に連れてき
た朝鮮人瓦工に作らせたものと考えら
れる。」


